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<時評〉 組織活動を会員大衆の活動に韮礎
…'…＝……』Ｈ１に雅礎をおき,発厘遷謬ｉ
ろ、人民とのｌｄｉｌいとの結合･具体的には蝿蝋露
闘い桃礎にして,民ﾙﾐの課題を全休としてにつめ｢毒

繍苣護鵜讓蕊蕊灘
主的諸椛利の破｣斑’他L'〔の破'蝿が生み'''されているとし，
た.しかし，国民生活の全面的な'川は，同時に鴎鴎鰯’
政治的自覚をよびおこし，地域,他ｈＩｉの場における剛:Ｉ
がくりひろげら;'しる.数育活iIil1はこのようｊＭ民の民臓｝
的，階級的，人間的自党にルド'''１にｲf(けるもので鞠
とした.こうした分析から歴教'ﾙIがそのﾙﾊ剛の鰄遜
地域人民の闘いに根を下ろし，また今年度の研究璽懲に
地域に根ざし「人民のたたかいをささえる歴史薮剛弾／
おくことの意蹴のべた．さらに，''仙糊者の任務とｊ
ｉ蝿，実践．'Ｊ１究・数育の統一についてＭｆ的な成蝿■
総括的にしめした．とくに前者については歴史教宵審③；し
課題を人民とともに,人民の'１１'いの'|'で,地域において了
とらえる.その立場と脇は人民のＤｌｌいへの噸的･自
発的参加とその炎の中で創造されるとした．

つぎに，こうした基iiii提案をﾄｌｌｉ足しつつ，北海道･霞
媛などの地域組織が実践をふまえて発言をおこなったい

午後に入ると，実践・研光・数育の統一ということ⑨
具体的な蒋積が報告された．まず「地域人氏のたたかい

の学習と教材化」（:IWiillIillMi撒協）と題して，三池の米lm

jliI・八''1iiiのストライキ，そこでオルグとして活動した図Ｌ
田健太郎の仕事の発掘とその教材化の↓し体的な内容が②＜

くられた．ついで，「現代の学校と子どもの変革」（兵庫ノ

雌教ｔｌｌｊＤと題して兵庫方式とよばれる内ｌｌ１ｉＩｉＩ１度や住友鹿

本の差別・矛盾の中から生徒の成長と数師の役割につぃ’

て縦告された．さらに「平和教育のｿﾐ践一原爆間勘(広)

島11M;数協）と題して，「原爆差別」のl1MLlや，原鰻投下｜

の社会科学的追求について提起がなされた．

とれで一応，節一日目の全体会がおわり，ただちにｉ

会場を山ノ内中学にうつして四時頃から分科会がもたれ'』

た．今大会の分科会は堀１地域，節２１]木1川近代，第８

日木近現代，箙４世界，第５幼年，箙６小学校，第７中

学，第８高校，第９大学，第１OlIMi呪・地域，第11安保p～

鰯12沖細・干島，第13通法，第14公1KＭ節15部落，Ｎｌ

１６思想と文化，第17教科書であった．分科会によっては

さらに分散するという，もりだくさんのものであった.■

この分料金が夕方まであった後，夕食後，学習会「長野
の抵抗運動に学ぶつどい｣,懇談会「地域の人与（杵翻町卍
長ら）と語るつどい」がひらかれて第一日目は終了した甦烈
第二日目は,分科会を継続して一日ついやし,夜l澱ＪＬｉ
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歴史数育酬l砺全;)ili22回大会が８月１日から３日間，

長野県山ノ|ﾉ1町でひらかれた．熱f<(のあふれた，すばら

しい大会であった．数科書訴,inの１１杯ﾘという大きな成果

のためか，長い雌教協の活IHIの成果のためか．ｌ剛}大会

にはみられないような，大きな柱をみんなで支えあって

いるという充実感をもった．

雌研はこれまで，雁撒協の大会毎にその参加記を載せ

ている．をれは，雁撒協がもっともつながりのi｝liい組織

であるからかもしれないが，それ以上に，参加のしがい

のある大会であるという理由が強いのであろう．出発前

に，この数年の参加記を澁みなおしてみたが；その印象

として共通しているものは次の２点にまとめられると思

う．節１は，研究と救育の統一について，常に雌教協が

追求していること，第２は，実践活動のゆたかさと参加

者の熱意についてである．もちろん，これ以外に各大会
からえたものは多いが，共通しているということではこ

の２点であろう．膝研からの参加者がこの点で，同じよ

うな印象をもっているということは，これらのものが，

雁研大会には欠けているという意味にもなろう．どのよ

うなものを自分の肌でうけとめることができるか，とい
う期待で大会へむかった．

実をいうと期待はもうひとつあった．大会会場の山ノ

内町についてである．志賀高原の観光地である山ノ内の

ミ民主的な町政言の実際を知りたいというが女(持であっ
た．

第一日目の夜，その機会が与えられたが，参加者の多

くの頭のなかにも同じ気持があったことを知った．これ

については後に簡単にふれることにしよう．

まず、大会の日程と全休会のかんたんな内容について
まとめておこう．

大会の第一日目は午ijiilOlI寺より山ノ内社会体育館で，
全休会からはじまった．委員長の高橘碩一氏のＤＢ会の

辞，長野県朧数協の歓迎の辞につづいて，Ｗｉｌｌ委員長の小

松良郎氏の基調提案がおこなわれた．小松報告はこの大

会が,1966年第18回:掴岡大会で提起された「民族の課題」
という５カ年間の研究計画を総括する重要な意義をもつ

ものであるとし，さらに昨年の山形大会以後あきらかに

されてきた問題点を次の三つに雌理したＪ①歴教脇の
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,入試Ilill度。一lill馳育と]!}門|i;t青の問Ml1jなどが，実lluをと
おして報告された．三つの報告はそれそjMlllIl<深い問|凶
を投げかけていたが，関連･ILkという点は少しものたりな
かった‘報告とiii,;iI1iを峡'''１Iすると，ひとつは，川:}書7リド
訟。中洲洲浩からたして，ノ〔学におけるＩ１ｉ史刷〔青とＩｉｌｉ
光との閥jLuに簾ﾉmﾌﾉＭ,った．ここでの討iiiiiは，弓::問の自
由。13〔青の自由の重要性と>とれらを['１顎lIf力のlWZ害から
守ることの意義が出た点になっていたように思う．しか
し，大n::における学問の自由。数育の自由の，とくにiili
者のｌｌｌ川についてはもう一形つっこんだIjirli､lされるべき
ではなかろうか．もちろん撒科書訴訟をもちだすまでも
なく，大学にかざらず，学問の自由。敦育の自由を守る
こと(ﾉ)恵臓については異而iiiはない．だが大学にIrsいては
学問の自由が;iii-i馴]にiIij提され，戦官によって「自由
に研究された学問」を戦青する自由までが全面的に，ｊ１１ｌＩ
ｊ､愼件に認められているとは考えないこの)〔1i合，｛ｉ木判
決Iこしみられるように，馳育をうける脈FIIが:Ｍ【:-cは，
:＃棺のｑｌ:問の自由を比肩するほど重M1されたけれ!(Kなし
ないのではなかろうか．学生が撒育をうける樅利を真,iUl
にはたらかせることによって，牡官の救育をつうじてて
てくる撤官の学問を}lＭ１する．こうした数室における際
'IILた技官と学生のＩＶｉ係が，ｌ:t官の学問を苑展させ，学
生には守るべき円!:問の自由」とは'''１かをはっきりとibtl
縦させることになるのではなかろうか。このMkな，戦官
と学生のlVJ係があって，はじめて，学問の自由・馳育の
自由を阿剥:iIi力の侵害から守る，抵抗の核がつくら』|し
る．さらに大学の自治が，たんに「撒授公の自治」から
１１；lJ1とするための手がかりがえられるのではなかろうか．
ゴ岬のfniiiiが，出允点の国`i<ﾄiii力にkIrする学問の自由・
数育の自由＝抵抗だけにとどまっていてはならないと感
じた．この分科会は学生の出席が鯵<，その学生からこ
と点についてあまり積M1i的な允言がみられなかったの
で，出允点に;i閥論がとどまってしまった．

もうひとつ,これは学生からかなり允言がみらIしたが，
戦員獲成大学の戦「}教育学と社会「:}M(育法について賑点
があった．各大学の1(上公科馳育学の実態を，孜官の側か
らは学問１，１‘系が末(ill1立のための苦労，学生ＩｌＩＩからはその
ためのつまらなさの話が多くだされた．分科公ではここ
政年，この間脳を追求してきたようであるが，まだ屯態
の分析から問題の指摘の段階のように感じられた．以上
が，大学分科会の桃子と若干のコメントであるJini三日
目にださ】した，まとめにものべられていたが，「民族の
課題｣，「地域に根ざすl朧史教育」という雌戦脇士ｲﾉＩｆの方
針の中ては少しはずれた討iMiであったように思う．しか
し，大学はひとつの地域であり，そこには雄水仙には数
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祠１１,'１「厄 ,'､』・
ゴー 肝だｉＰｉｌ３６６号

'1』(と学生が;|づり，ここを民主化することはまさに「民欣

(ﾉ)iilPlIu」でしh'.)う．その意''１§ては，この)ﾉｾ('畠の大判Mll争
とあまりに111聯であったようで油ろ．‐Ｗ:ｌｈＩ争０)中から

)〈'禁(ﾉ)斐革の方1iTがい･くつかださ』Ｉしている．またもう｣!・
しＩ上まくといってもｌｌ１ｌｉ史Ly:|:！(室，』とこにおける州I;史ｌｉｉｔ育

．!i『陥り)iうり方について問Ⅶ|),L起がいくつ"､なさl['てい

る.そうした討,MiをせＵ､もって､Ｌかつたし，懲見Ｍ）
くたｹ１つた．

行にとって''１'i:（』池貝がI1lIMこＦｌ１ｌＭ１１ｌさ｣しるj''Ｍこれ力（
３日ⅡUに22号もださ川`・のべＬ２００Ｍｆこす動,１打．）
iIfjubAiのｌｉｌｗなハンワ・篭言行Ｕ)IwililKi11で11:|ｨ`(,りな剛Ｌ
こうしたﾆﾉ〈ｺﾞﾐj1u営はⅢ';Iillとくルくて，ただllMLwi,i臘が！〕，
がうからということでは片づけI)いないゴミの細織のし，
かたが'ＮＭ１にちがうということだプリう．｛川域瓠轍こ
そこて(ﾉ)現lniの店ｌｌｉｌ;3s､ﾉ川にしているﾉｳ､')であ’･）う，，ｆ，
肝は土同('１な$ＩｌｌｗＩＩｉでありなが')１１〔!'(を''1心とした雌｡ｉＡ
ｉｌⅡ)にとどまっていHjか'ｂ，こうしたい)八Ｗ)ﾘ)ある
に公1-tもてないと【Ｌ’た．

ノＭｔに'''１蝋|洞がつ'１にかかげ，こり)'〈;丁`どもあるif,［
''約/)らIしたIiJ1:究とｒi青Ｕ)統一についてhMwi:少しJ).〈た
い．この,i1MuはＩｌ１ＭｌＷｌｘ一貫した』ＩＬＭしてい’幼く，こ目
で>とれを総括する/Ｍｉ(lない．小ＷＭ('ﾉ)'ＭＩＭ〈を知
と，このiI1Muu)日Ⅱ(化として，Ｕし'Ｍｉに：！;けるＭＬ１鋤
と枇育の在り方のｊｌＭ（，（ｺﾞlxlルツノル|'/↑・ljujWとの』（
同守:jﾘ，’:ｌｌ１ｊ１Ⅲ|｢のⅢ!iﾘLL学1と}，’’''１(i１Ｍ〔''jvJI蝿と!'||燭のⅡ
成WLのiilMi，ガル:どの緋ｲ《・瑚囎が１１，Llliさ|していろ．なか｜
でも､'においてけⅢ'mlililﾉＭとり)だiⅡ''''１/におけ6人｜
民のＭＭ蜆と継卿重点にﾙｻﾞかⅨいることにil過｜
したいこの点を具I|`''１９に|〕（''１|した“)として'MlSf､のＩ
ところで若干内.'|したＭ,､IiIlhIM('１MにⅢＭ１ｌｌＩＭＭ,'』．ここ

では地ﾌＷ)人尺IWil割としてi)鵬１１(ｉＷ)jjM)|〈liMillと；池ｉ

争ii随の糊''１１や，′(田１１((TⅡ。近1卿''１''､l1lll〔(ﾉ)》lMll1と八幡
争,iKの苑lIiとそのﾄﾞｫl〃Ｉ化を例として０)ペ｢ﾙ|(た．｜ﾘﾄﾙ

1M(青ﾘ)統一という剛1kからいえば，たぃ､に-↓~ぱ|丸い’

仕事であった．しかし三池(/)｣1Iii'Tに小山'しJjll(に,､棚

者Zﾘｽ月|緒し此ｉｉＩｌ意ｉｌ１なｌｈｌ争左ﾄﾞ川だＩllIi1Ul11<)たlh11rであつ，
たという所で刷ｌ１ｉｌと脈ｸﾞﾋﾟがとどうこてし:|〈‘ているよう

に1MHじた．これはlLj月ろ,i,，ｉＪｉ膝l[･〈｣||ﾙﾘ｣ｌＩｊＩ<1'i（に'１((［

をもとＡ２)ろつもＩ)はない．ノＵｎＭｌＨＩの(iルハi(ﾉ)|)<Dllが,「ヘ

尺はかく立ちあがった｣，「結局はIIiiUliさjlした」というｸ)｜

|斤からぬけだしていないというＩＷｕ１ｉﾙﾉＭの[Ｗ[とＭ

ものをここでは，問11mにしたい．こjlL1(t，,洲illjiMl1史と’

いうせまい範囲でのことではなく，ili1liil(ﾉ)ＭLL叙述にお

いては，「結局は天皇,ljIIにと!)こてlﾐｵした｣ということです

3（せてしまうIiⅡ光の状況といいかえていくい例がjdi切，

でなく，Ｉ柵iliYllの報告で闇きた!)なか-’たﾉⅡ(があるかい

れないしかし，かんたんに言いなち卜』すとＭＭ胱荷Ｍ

１，，１;史1M(育者から文ijliiをよびかけら７１LていＭﾉ;，まだそれ

に適砿には答えていない腋史馳,'jY’rが,'1んでいる理樹

的な洲幽に瀞えるIil:な問lRLj意iiiliでIi肝疋を池うていない，

そうしたことへの,１K史戦育税のいらだちを強く感じさせ’

らｵした．そうした意１１とからも，／r後，「,ｊＭⅢ'映研雌「
おこなっていくうえでこの大会かI)大きな1liIl激をi\た．

ＩｌＭ(ＩｌＩｋｆ？にｌｔｌＷｉｍ〈jr?ないも(ﾉ)がある．すぱ'?〕し

いしかし，そういってオルまいにする;1〕けにはいかな

い上々とした実１１iiii目j1ill(､報告と-ﾉﾛﾐを1jllFrl7させようと

するあのエ･トルギー．前者については，Ill1iIiilとしてうけ

と()つつ，ど'､)に此IU11〕に自己のものにしなくてはniljllj

1l；ない．企ﾄﾄﾞ上・分ﾄﾞ:|公に:|]いて話さ;}Lたて》)し:ご’１１ﾙ､夷

|,'嶋ｉＭｌ１は,い:1)ぱ11｣fli;(l(1,1のjMRllWかJ|した玉で鯨＆)う.たし

かにきたえられたｲF1li,iWrMiUだ．しかし，それが身j丘か

な，自分の周辺におこっている問Mqにjli1応でき’j型でだ

きjlしていＭ､という点でjLUljさがあるのではないか．

そ?}しは，Ｊ､とつ仁は，問1mが,；:ＦＩＭ化されていないという

ことにもならうか．「皆，いろいろ、`Ｉ１ｌｌｉｉな所でｌｌｌｌｌって

いる．自ｸ>もがんばろう」というi1M【'7町の)(YIilIl<けちル常にiＭ１

い、しかし，「あのやり方を自分のとこっていという

ことにはなりにくい面がある`ｋうに1,11iじらｵした．一庇だ

けの，しかも－%'1分の劫'１でｿと礼かと、うが，実はそう

|,ｋじ/こ抓由は，あまりにも山ノＩ）Ｉ町長''１:illll氏(ﾉ)iiliが印`･ｊＬ
であったかＩ)である．杵illll氏との;１Ｍ戦は，’11-日目の

勺1t後，せ求い公会堂をざっし|)iill1i員にして:１７こＭ〕》)し

た．’(負ったとこＭＸ７ＬＵ,しもなく，や;|)らか左誘り口

には，（』い'ﾘＩ間の宅紬がうらづけさ;|しているのたつう．

し１１ノIﾉﾘにある，ノリik鮒とillﾄﾞ小旅館の文配・'１収配，旅館

内での締幽省と従業員の]詮盾，一部の人の手による観光

IjIi1発浮をｲ:}学的に分１斤し，１１:((埴化したこと．’'1J民が自分

の要求をもってそれに参加したこと．そして，与党の庇

とんどいない町議会で，イIil育所，過U11iIlu帯を．:M(う「水：ｲ（

;lMii」の建設といった民主il9なi;1Ｍ面をやりぬいたこと．ＮＩ

後に，「民主町Itはiノルてｌｌｌｌ蛾ではない．町民が力をあ
わせ，町の主人公として立ちあがったことが大切で，町

長燗人の力ではない」と強iili1された．１Ｍ(iIliが，民主'''9投
了了をかちとるために，一人できりきり峠いをしてもだめ

だ．ｍＷｆが科判り左判iをかちとるために一人でルル

てもだめだ．縦と，どのようにして力をあわせるかを，

１１１ノ1)lの実情から，つきつけられる思いであった．

大会をｌｌＭｉりあがらせ，有恵繊なものにしているあの参

加ﾗ片のエイ､ルギーには文句のつけようがない．iiMi事の進
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